
次

発
刊
に
あ
た
っ
て
中
山
町
長
亀
井
正
哲

監
修
を
終
え
て
中
山
町
誌
監
修
奥
田
和
久

本
誌
を
読
ま
れ
る
人
の
た
め
に
（
凡
例
）

第
一
編
自
然
環
境

口
絵

第
一
章
位
置
・
面
積
・
人
口
：
…
：
…
…
…
１

第
一
節
位
置
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
１

数
理
的
位
置
交
通
的
位
置
都
市
機
能
的
位
置

八
、
重
要
語
句
の
索
引
は
、
・
巻
末
に
掲
げ
た
。

心

九
、
写
真
・
表
・
図
の
資
料
番
号
は
、
編
ご
と
の
章
と
そ
の
順
番
を
示
し
て
い
る
。

一
つ
、
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
委
員
及
び
専
門
委
員
・
執
筆
協
力
者
は
、
巻
末
に
記
載
し
て
い
る
。
』

へ

目

中
山
町
の
面
積
の
概
要
地
目
別
土
地
面
積

第
二
章
地
勢
・
地
形
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
詔

第
二
節
面
積
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

第
三
節
人
口
・
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
・
…
…
、

第
一
節
地
形
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
：
…
記

第
二
節
水
系
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
銘

概
観
人
口
動
態

水
系
の
概
要
中
山
町
の
河
川
中
山
川
の
水
質

中
山
町
の
地
形
の
概
要
地
形
分
類

１



災
害
の
状
況

第
一
章
原
始
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
ね

第
一
節
日
本
列
島
の
誕
生
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

第
四
章
地
質
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
“

第
一
節
地
質
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
：
“

日
本
列
島
の
地
質
構
造
区
分
愛
媛
の
地
質
の
概
要

第
三
節
自
然
保
護
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
布

第
二
節
中
山
町
の
地
質
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
幻

第
一
一
一
章
気
象
・
災
害
…
：
…
〆
…
：
：
…
…
…
…
釦

第
一
節
愛
媛
の
気
候
の
概
要
…
…
・
…
…
…
…
…
…
釦

第
二
節
縄
文
時
代
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
認

第
三
節
弥
生
時
代
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
銘

第
三
節
自
然
災
害
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
鉛

自
然
災
害
の
概
要
中
山
町
の
災
害
の
概
要
自
然

第
二
節
中
山
町
の
気
象
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
露

中
山
町
の
地
質
の
概
要

旧
石
器
時
代
区
分
喋
器
・
剥
片
石
器
伝
統
ナ
イ

フ
形
石
器
伝
統
細
石
刃
器
伝
統
石
槍
伝
統

前
期
縄
文
中
期
縄
文
後
期

土
器
の
出
現
縄
文
早
期
に
瀬
戸
内
海
出
現
縄
文

米
と
金
属
器
の
世
紀
前
期
の
土
器
弥
生
中
期
の

第
二
編
歴
史

概
要
気
候
要
素
別
の
特
徴

第
二
章
古
代
・
中
世
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
皿１

第
一
節
古
代
の
郷
士
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
：
Ⅱ

第
五
章
生
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
陀

第
一
節
植
物
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
舵

中
山
町
の
植
物
の
概
要
社
叢
に
見
ら
れ
る
植
物

中
山
町
の
巨
木
・
名
木

第
四
節
古
墳
時
代
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
兜

第
一
一
節
動
物
…
…
…
…
．
、
…
…
…
…
・
…
…
・
…
だ

愛
媛
県
の
地
下
資
源
の
概
要
中
山
町
の
地
下
資
源

第
五
節
土
壌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
帥

中
山
町
の
土
壌
分
布

集
落
中
期
の
土
器
金
印
の
発
見
青
銅
器
の
使

、

第
四
節
地
下
資
源
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
訂

用
銅
鐸
分
銅
形
土
製
品
後
期
の
集
落
山
間

部
の
開
発

中
山
町
の
概
要
中
山
町
の
ホ
タ
ル

古
墳
時
代
の
文
化
古
墳
の
種
類
前
期
古
墳
コ

メ
の
増
産
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
動
植
物
遺
体
南

予
地
方
の
前
期
時
代
中
期
古
墳
の
分
布
鉄
器
と

木
器
の
普
及
中
期
集
落
後
期
古
墳
古
墳
群
の

発
生
点
在
す
る
終
末
期
の
古
墳
三
島
神
社
古
墳

古
墓
塚

第
三
節
鉱
泉
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
鰹
２

心

鉱
泉
の
概
要
泉
源
開
発
．

ｆ
‐
６
１
４
０
．
ｊ
ｌ
１
１
ｑ
ｒ
１
ｊ
４
８
１
０
ｆ
百
８
９
１
１
０
０
＃
却
刈
“
●
‘
卿
同
圏
個
蝿
綱
岨
哩
詞
爾
蝿
智
函
》

３



第
四
章
近
代
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
恥

概
要
…
・
・
・
・
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
恥

．
。
、
》

９
１
、

第
三
章
近

世

第
二
節
明
治
時
代
の
選
挙
と
中
山
町
…
…
・
…
…
…
畑

第
四
節
大
正
・
昭
和
前
期
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
狐

第
一
一
一
節
明
治
時
代
の
戦
争
と
中
山
町
…
：
…
：
…
…
犯
第
五
章
現
代
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
鯛

第
一
節
明
治
時
代
…
…
…
…
：
．
…
…
…
…
…
・
…
…
Ⅳ１

第
一
節
激
し
く
交
代
す
る
領
主
…
…
…
…
…
…
・
…
蝿１

第
二
節
一
本
鳥
居
と
合
田
氏
．
…
…
…
…
…
…
…
…
皿

一
一
本
の
石
柱
河
野
氏
の
時
代
永
木
の
周
辺
合

田
貞
遠
松
前
城
と
由
並
之
城

、
。

第
一
一
一
節
伊
福
城
と
垣
生
城
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
皿

中
世
城
郭
伊
福
城
垣
生
城
出
淵
氏
と
城
郭

比
叡
山
で
戦
う
仙
波
盛
増
観
応
の
擾
乱
と
仙
波
又

太
郎
大
野
氏
の
侵
入
河
野
家
の
家
臣

第
四
節
熊
野
信
仰
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
訂１

４

熊
野
一
一
一
山
御
師
・
先
達
・
檀
那

争
と
中
山
町

行
政
の
変
革
廃
藩
置
県
自
治
制
の
発
達
中
山

次
世
界
大
戦
と
郷
土
公
職
追
放

行
政
の
変
革
郷
土
行
政
区
画
機
構
の
変
遷
第
二

明
治
初
期
の
兵
制
日
清
戦
争
と
中
山
町
日
露
戦

町
国
会
議
員
選
挙
と
中
山
町

郡
会
議
員
選
挙
と
中
山
町
県
会
議
員
選
挙
と
中
山

町
の
編
成
推
移

四
国
征
伐
後
の
喜
多
郡
・
浮
穴
郡
小
早
川
隆
景

３

…
…
・
…
・
…
…
・
…
・
…
…
４１

と
中
山
町
太
平
洋
戦
争
と
中
山
町
終
戦
そ
の
後

９

第
四
節
町
民
の
将
来
志
向
に
つ
い
て
…
…
・
…
…
…
別
５

第
三
節
昭
和
四
○
年
よ
り
現
在
ま
で
…
…
…
…
・
…
”

第
二
節
昭
和
三
○
～
四
○
年
頃
ま
で
…
…
…
…
…
・
潮

第
一
節
昭
和
二
○
～
三
○
年
の
主
な
動
き
…
…
…
・
瀧

第
六
節
大
正
以
後
の
戦
争
と
中
山
町
…
…
…
…
…
・
剛

第
五
節
大
正
以
後
の
選
挙
と
中
山
町
・
…
…
…
…
…
鰯

概
要
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
．
．
…
…
…
…
…
・
…
・
醜

幕
府
・
藩
の
統
制
五
人
組
宗
門
改
農
間
余
業

（
農
間
稼
）
相
互
扶
助
在
郷
町

第
四
節
交
通
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
師３

且

大
洲
道
と
金
毘
羅
街
道
伊
予
を
通
過
し
た
巡
見
使

本
陣
・
伝
馬

福
島
正
則
・
粟
野
秀
用
・
加
藤
嘉
明
・
蒲
生
忠
知

①

戸
田
勝
隆
・
池
田
高
祐
・
藤
堂
高
虎
・
脇
坂
安
治

、

第
一
一
節
近
世
村
落
の
形
成
十
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
鮒１

検
地
と
村
切
り
郷
村
の
運
営
郷
村
の
負
担

第
一
次
世
界
大
戦
と
中
山
村
満
州
事
変
Ｉ
日
中
戦
争

山
町
国
会
議
員
選
挙
と
中
山
町

郡
会
議
員
選
挙
と
中
山
町
県
議
会
議
員
選
挙
と
中

第
三
節
村
・
町
の
く
ら
し
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
別１

．
４
７
１
ヰ
Ｌ
恥
■
写

，
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
，
１
．
．
；
ｉ
１
１
１

Ｉ
Ｉ
６
Ｊ
８
ｑ
１
Ｊ
Ｑ
０
Ｕ
Ｎ
領
，
ｗ
‐
叩
山
緋
和
創
似
剥
川
Ｗ
Ｎ
Ｉ
雄
・
電
弧
価
庖
掴
珊
両
廻
蝿
鋼
縄
函
慰
哩
樹
雷
識
詞
雪
》
一
一

４



第
二
章
行
政
機
構
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
弧

第
三
章
財
政
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
釣３

第
一
節
財
政
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
一
四
，
一
「
Ｕ

第
四
節
町
づ
く
り
の
歩
み
・
…
…
…
…
．
．
…
…
・
…
…
池

第
三
節
各
種
委
員
会
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
皿

第
一
章
町
村
合
併
と
行
政
…
…
…
…
：
…
…
流

第
二
節
町
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
冊、ごｕ

第
二
節
中
山
町
の
誕
生
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
妬２

町
村
合
併
促
進
審
議
会
設
置
中
山
町
及
び
佐
礼
谷

税
制
と
財
政
旧
村
の
財
政

査
（
地
籍
調
査
）
の
実
施
行
政
改
革

華
坊
領
（
柳
鈴
耕
か
癖
吻
孔
川
承
の
告
示

業
委
員
会
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
公
平
委

第
一
節
幻
の
分
離
合
併
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鰯

員
会

教
育
委
員
会
選
挙
管
理
委
員
会
監
査
委
員
農

町
議
会
の
機
構
議
会
の
傍
聴

第
五
節
回
顧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
路《

咽
〃
“

村
合
併
促
進
協
凝
会
の
経
過

合
併

上
灘
町
字
犬
寄
の
分
離
立
川
村
の
境
界
変
更
南

●

山
崎
村
と
佐
礼
谷
村
の
合
併
中
山
村
と
出
測
村
の

国
土
調

第
四
章
社
会
福
祉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
蛾

第
三
編
行
財
政

第
二
節
戦
後
の
社
会
福
祉
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
剛

第
一
節
戦
前
ま
で
の
社
会
福
祉
…
…
…
…
・
…
…
…
鋼

第
三
節
現
在
の
中
山
町
の
財
政
…
…
…
…
・
…
…
…
弘８

第
二
節
新
生
中
山
町
の
財
政
・
…
…
…
…
…
…
…
…
別２

第
一
節
行
政
機
関
・
行
政
組
織
…
…
…
…
…
・
…
…
弧

１
ｈ
Ｆ
■
ｌ
‐
ｌ
ｌ
Ｊ
ｄ
ｐ
ｈ
ｌ
ｌ
・
Ｉ
Ｉ
９
９
０
６
Ｉ
Ｉ
Ｏ
０
刈
り
，
ｌ
７
ｌ
Ｉ
６
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
卜
凸
Ｉ
６
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
６
Ｉ
Ｉ
４
・
ｄ
ｌ
Ｉ
ｄ
Ⅱ
Ｊ
０
ｌ
Ｉ
ｄ
９
Ⅱ
Ｉ
ｉ
９
ｌ
９
４
－
ｌ
ｌ
９
Ｌ
１
０
０
Ｉ
０
ｌ
４
４
■
Ｉ
Ｆ
Ｄ
凸
ｒ
Ｂ
Ⅱ
０
４
０
１
１
Ｆ
‐
ｂ
ｂ
ｆ

第
六
節
中
山
町
の
現
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
朗一

、
Ｕ

第
七
節
記
念
行
事
・
表
彰
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
鰯

童
・
母
子
福
祉
老
人
福
祉
身
体
障
害
者
福
祉

社
会
福
祉
協
議
会
生
活
保
護
と
民
生
委
員
児

国
民
年
金
地
域
改
善
事
業
交
通
災
害
共
済
町

第
五
節
土
地
開
発
公
社
．
．
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
班９

昭
和
前
期
の
社
会
福
祉

明
治
時
代
の
社
会
福
祉
大
正
時
代
の
社
会
福
祉

算
状
況

第
四
節
長
期
総
合
計
画
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
郷

第
三
節
中
山
町
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
妬
６

●

一
般
会
計
年
度
別
決
算
状
況
特
別
会
計
年
度
別
決

合
併
一
○
周
年
記
念
行
事
合
併
二
○
周
年
記
念
行

事
新
町
発
足
三
○
周
年
記
念
行
事

中
山
町
制
の
実
施
唐
田
村
大
字
栗
田
の
編
入
平

へ

岡
区
の
境
界
変
更
ｌ
伊
予
市
へ
編
入

Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
７
１
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Ｌ
Ⅱ
１
１
”
‐
０
■
、
Ｖ
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９
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ｑ
０
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ｑ
ｑ
ａ
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０
１
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４
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Ｉ
Ｌ
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Ｏ
■
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Ｉ
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▼
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Ｏ
シ
マ
‐
座
ｆ
ｆ
７
仏
い
し
Ｊ
９
ｑ
ｒ
ｒ
●
．
’
，
塵
．
侭
酔
酔
国
醗
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蝉
郷
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一
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｛
一
一
函
昌
一
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第
四
節
常
備
消
防
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
師
０
月
蛤
．

第
一
節
徴
兵
検
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
鮒
日
用
》
凸

第
三
節
第
一
次
世
界
大
戦
と
郷
土
・
…
…
…
…
…
…
剛

第
二
節
日
清
・
日
露
の
戦
争
と
郷
土
・
…
…
…
…
…
師４

第
五
章
保
健
衛
生
：
…
…
…
…
…
…
鋤

第
一
節
衛
生
行
政
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
畑

伝
染
病
医
療
制
度
・
医
療
旧
町
村
の
国
民
健
康

１

第
四
節
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
郷
土
・
…
…
…
…
…
…
…
別

第
六
節
太
平
洋
戦
争
と
郷
土
・
…
…
…
…
…
…
…
…
抑

第
五
節
召
集
（
日
中
戦
争
と
郷
土
）
…
：
：
…
皿
第
一
Ｃ
章
広
報
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
鯉

第
七
節
在
郷
軍
人
会
・
兵
事
会
・
銃
後
奉
公
会
・
…
叩

第
八
節
戦
（
病
）
死
者
と
町
村
葬
…
…
：
…
：
…
…
…
狐
第
二
章
官
公
署
・
諸
施
設
…
…
…
…
…
…
：
剛

第
九
節
戦
争
犠
牲
者
の
援
護
…
：
…
…
：
：
…
：
：
…
剛
第
三
章
広
域
行
政
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
師

第
四
節
環
境
衛
生
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
認

、
月
』
△

第
三
節
国
民
健
康
保
険
…
：
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
別

第
七
章
治
安
・
警
備
…
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佐
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の
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模
別
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の
状
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造
林
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業
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の
概
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０
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０
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第
二
節
工
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
伽

第
四
編
産
業
・
経
済

年
建
設
班
の
設
置
農
村
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興
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業
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事
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第
五
節
農
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と
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…
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工
会
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…
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…
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第
四
節
農
業
基
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法
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農
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と
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興
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農
業
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造
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農
業
経
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節
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中
戦
後
の
農
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…
…
・
…
…
…
…
…
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物
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事
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組
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育
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械
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農
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第
二
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・
…
…
別句ｆＯ

第
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鉱
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第
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光
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光
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光
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寺
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校
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問
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歌
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